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1. 平成29年3月期の連結業績（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年3月期 49,509 △1.3 2,577 22.6 2,568 13.9 631 △37.2

28年3月期 50,182 △11.6 2,101 38.5 2,255 37.5 1,004 ―

（注）包括利益 29年3月期　　304百万円 （―％） 28年3月期　　△429百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

29年3月期 7.71 ― 3.2 4.3 5.2

28年3月期 12.27 ― 5.1 3.7 4.2

（参考） 持分法投資損益 29年3月期 9百万円 28年3月期 0百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年3月期 60,942 20,506 31.9 237.14

28年3月期 59,389 20,449 32.8 237.56

（参考） 自己資本 29年3月期 19,416百万円 28年3月期 19,451百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

29年3月期 3,421 △3,210 △374 3,435

28年3月期 4,732 △3,024 △811 3,727

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

28年3月期 ― 0.00 ― 2.00 2.00 163 16.3 0.8

29年3月期 ― 0.00 ― 2.00 2.00 163 25.9 0.8

30年3月期(予想) ― 0.00 ― 20.00 ― 13.6

（注）当社は、平成29年10月１日を効力発生日として普通株式10株につき１株の割合をもって株式併合を実施する予定であるため、平成30年３月期（予想）

　　　の１株当たり期末配当金につきましては、当該株式併合を考慮した金額を記載しております。詳細は、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他

　　　特記事項」をご覧ください。



3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 25,000 10.9 900 △8.9 900 19.0 500 ― 6.11

通期 50,000 1.0 2,400 △6.9 2,300 △10.4 1,200 90.2 146.56

（注）平成30年３月期の連結業績予想（通期）の１株当たり当期純利益につきましては、株式併合の影響を考慮しております。詳細は、「業績予想の適切な

　　　利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。

※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　有

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

（注）詳細は、添付資料12ページ「３．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年3月期 81,940,298 株 28年3月期 81,940,298 株

② 期末自己株式数 29年3月期 61,650 株 28年3月期 61,130 株

③ 期中平均株式数 29年3月期 81,879,026 株 28年3月期 81,880,389 株

（参考）個別業績の概要

平成29年3月期の個別業績（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年3月期 24,612 △6.9 540 13.2 1,798 6.6 528 △56.4

28年3月期 26,450 △8.9 477 ― 1,685 67.3 1,211 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

29年3月期 6.46 ―

28年3月期 14.80 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年3月期 48,353 18,501 38.3 225.96

28年3月期 45,900 17,809 38.8 217.51

（参考） 自己資本 29年3月期 18,501百万円 28年3月期 17,809百万円

※ 決算短信は監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

１．本資料に掲載している業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

　　実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等

　　については、添付資料４ページ「１．経営成績等の概況（２）今後の見通し」をご覧ください。

　　決算補足説明資料については、平成29年５月25日の決算説明会開催後、当社ホームページに掲載を予定しております。

２．当社は、本日開催の取締役会において、平成29年６月29日開催予定の第118回定時株主総会に、単元株式数の変更、株式併合及び定款一部変更に

　　ついて付議することを決議し、同株主総会での承認可決を条件に、平成29年10月１日を効力発生日として、普通株式10株につき１株の割合をもって株

　　式併合を実施することとしております。併せて同日付で単元株式数の変更（1,000株から100株への変更）を実施する予定です。なお、株式併合を考慮し

　　ない場合の平成30年３月期の配当予想及び連結業績予想は以下のとおりであります。

　　　（１）平成30年３月期の配当予想　　　　　　１株当たり配当金（期末）　　　　　 ２円00銭

　　　（２）平成30年３月期の連結業績予想　　　１株当たり当期純利益（通期）　　14円66銭
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績・財政状態の概況

  ①全般の概況

 当連結会計年度における世界経済は、米国では雇用環境の改善を背景に堅調な景況感が続いており、欧州諸国で

は英国のＥＵ離脱方針決定に伴う不透明感を残すものの景気は回復傾向で推移しました。また、中国、アジア新興

国や資源国では一部に持ち直しの動きが見られました。一方、わが国では、所得・雇用環境は引き続き堅調に推移

しており、期後半には為替相場も円安傾向に転じるなど、景気は緩やかな回復基調となりました。 

 当社グループにおいては、機能製品分野では、原材料価格の低下などによる収益の改善はありましたが、東南ア

ジア地域での市況低迷の長期化などによる影響を受けたほか、電子・光学製品分野では、需要回復の兆しは見える

ものの期前半の円高影響などもあり、各分野ともに減販となりました。一方、建設・建材関連分野では、住宅着工

戸数の増加などにより増販となりました。

 このような状況のもと、当社グループの当連結会計年度の業績は、売上高は495億9百万円と前期比6億7千3百万

円（1.3％減）の減収の一方、営業利益は25億7千7百万円と前期比4億7千5百万円（22.6％増）の増益、経常利益は

25億6千8百万円と前期比3億1千2百万円（13.9％増）の増益となったものの、プリント配線板事業撤退に係る特別

損失を計上したことなどにより、親会社株主に帰属する当期純利益は6億3千1百万円と前期比3億7千3百万円

（37.2％減）の減益となりました。

 

  ②セグメント別の概況

（機能製品）

 当該事業の主な取扱製品は、ファインケミカル製品、メラミン樹脂、接着製品、マーキングフィルム、ステッカ

ー、包装用フィルムなどであります。

 このうち、ファインケミカル製品は農薬関連向けや電子材料向けが順調に推移し、前期比増収となりました。メ

ラミン樹脂製品は海外向けは堅調でしたが、国内向けが低迷し、前期並みとなりました。接着製品は光学関連分野

向けは回復しましたが、トナー用樹脂の販売が低調となり、前期比減収となりました。マーキングフィルムは国内

外ともに低調に推移し、前期比減収となりました。ステッカーは東南アジア地域での販売が振るわず、前期比減収

となりました。包装用フィルムは国内向けが低迷し、前期比減収となりました。

 以上により、当セグメントの売上高は230億3千6百万円と前期比3億4千5百万円（1.5％減）の減収となりました

が、原材料価格の低下などにより、セグメント利益は29億6千7百万円と前期比4億6千7百万円（18.7％増）の増益

となりました。

 

（電子・光学製品）

 当該事業の主な取扱製品は、再帰反射シート、セラミック基板、厚膜印刷製品、プリント配線板などでありま

す。

 このうち、再帰反射シートは欧州向けが低調に推移したことに加え、期前半の円高の影響もあり、前期比減収と

なりました。セラミック基板は車載関連向けなどの需要は回復したものの、スマートフォン向けが低迷し、前期比

減収となりました。プリント配線板は事業撤退に伴い、前期比減収となりました。

 以上により、当セグメントの売上高は111億6千万円と前期比11億9千5百万円（9.7％減）の減収、セグメント損

失は3億1千8百万円（前期は6億2千2百万円のセグメント損失）となりました。
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（建材関連）

 当該事業の主な取扱製品は、住宅用アルミ建材などであります。

 住宅用アルミ建材は住宅着工戸数の増加などにより、主力の手摺、笠木等の販売が好調に推移し、前期比増収と

なりました。

 以上により、当セグメントの売上高は108億8千6百万円と前期比4億1千1百万円（3.9％増）の増収、セグメント

利益はアルミ地金等の原材料価格の低下などもあり、6億7千9百万円と前期比3億1千3百万円（85.5％増）の増益と

なりました。

 

（エンジニアリング）

 当該事業の主な事業内容は、産業プラントの設計・施工などであります。

 産業プラントの設計・施工は国内向けの大型工事案件の完工が増加しました。

 以上により、当セグメントの売上高は74億2千3百万円と前期比5億8千5百万円（8.6％増）の増収、セグメント利

益は2億6千8百万円と前期比1億2百万円（61.4％増）の増益となりました。

 

  ③資産、負債及び純資産の状況 

 当連結会計年度末における総資産は、前期末比15億5千3百万円増加し、609億4千2百万円となりました。

 このうち、流動資産は、大型工事案件の完工に伴う受取手形及び売掛金の増加などにより、前期末比8億1千5百

万円増加し、300億9千万円となりました。固定資産は、新研究開発センターの竣工や投資有価証券の時価回復など

により、前期末比7億3千7百万円増加し、308億5千2百万円となりました。

 当連結会計年度末における負債は、前期末比14億9千6百万円増加し、404億3千6百万円となりました。

 このうち、流動負債は、事業損失引当金を計上したことなどにより、前期末比15億5千6百万円増加し、259億3千

万円となりました。固定負債は、退職給付に係る負債の減少などにより、前期末比5千9百万円減少し、145億6百万

円となりました。

 当連結会計年度末における純資産は、親会社株主に帰属する当期純利益の計上はあったものの、為替換算調整勘

定の減少などにより、前期末比5千6百万円の増加にとどまり、205億6百万円となりました。

 以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の32.8％から0.9ポイント悪化し、31.9％となりました。

 

  ④キャッシュ・フローの状況 

 当連結会計年度における営業活動によるキャッシュ・フローは34億2千1百万円の収入、投資活動によるキャッシ

ュ・フローは32億1千万円の支出となり、フリー・キャッシュ・フロー（営業活動と投資活動による各キャッシ

ュ・フローの合計）は2億1千万円の収入となりました。財務活動によるキャッシュ・フローは3億7千4百万円の支

出となりました。また、現金及び現金同等物の当期末残高は前期末比2億9千2百万円減少して34億3千5百万円とな

りました。 

 なお、各キャッシュ・フローの主な増減内容は、次のとおりであります。

 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 運転収支の悪化や法人税等の支払額の増加などにより、前期比13億1千1百万円収入が減少しました。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 有形固定資産の取得による支出の増加などにより、前期比1億8千6百万円支出が増加しました。 

 
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 短期借入金を調達したことなどにより、前期比4億3千6百万円支出が減少しました。
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 また、当社グループのキャッシュ・フロー指標のトレンドは下記のとおりであります。 

  平成26年３月期 平成27年３月期 平成28年３月期 平成29年３月期

自己資本比率（％） 30.8 32.5 32.8 31.9

時価ベースの自己資本比率（％） 29.6 30.5 17.6 20.6

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（年） 7.3 9.6 4.3 5.9

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 10.7 9.6 23.5 18.8

（注）自己資本比率：自己資本／総資産

   時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

   キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

   インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

 ※ 各指標はいずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

 ※ 株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

 ※ 営業キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用して

おります。有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対

象としております。また、利払いについては連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しており

ます。

 

 今後一層の財務体質の健全化を図るため、更なる収益の獲得に加え、在庫削減を中心とした資産圧縮による運転

収支の改善や効率的な設備投資の実施により、フリー・キャッシュ・フローを拡大させ、有利子負債の削減に努め

てまいります。

 

  ⑤利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

 当社は、将来の事業展開と経営環境の変化に対応できる企業にしていくとともに、株主の皆様に対する利益配分

を重要な責務と考え、長期安定的な配当を実現できることを基本方針としております。

 当期の配当金につきましては、当期の業績並びに今後の事業展開及び内部留保等を総合的に勘案し、１株当たり

２円とさせていただく予定であります。

 次期の配当金につきましては、利益配分に関する基本方針に基づき、また、平成29年10月１日を効力発生日とす

る株式併合（普通株式10株を１株に併合）を実施する予定であることに鑑み、１株当たり20円の年間配当とさせて

いただく予定であります。なお、株式併合を考慮しない場合の年間配当は２円となります。 

 

（２）今後の見通し 

 わが国経済並びに世界経済は、一部に不透明な要因をかかえており、予断を許さない状況にあります。 

 このような認識のもと、通期の連結業績につきましては、売上高500億円、営業利益24億円、経常利益23億円、

親会社株主に帰属する当期純利益12億円を見込んでおります。

 

 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財

務諸表を作成する方針であります。 

なお、ＩＦＲＳの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。 
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

  前連結会計年度 
(平成28年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成29年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,739 5,796 

受取手形及び売掛金 14,437 15,502 

商品及び製品 4,742 4,546 

仕掛品 1,607 1,626 

原材料及び貯蔵品 1,754 1,765 

繰延税金資産 146 169 

その他 986 789 

貸倒引当金 △138 △106 

流動資産合計 29,275 30,090 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 18,618 20,913 

減価償却累計額 △12,616 △12,908 

建物及び構築物（純額） 6,002 8,005 

機械装置及び運搬具 33,155 32,663 

減価償却累計額 △27,022 △27,210 

機械装置及び運搬具（純額） 6,133 5,452 

工具、器具及び備品 5,385 5,418 

減価償却累計額 △4,546 △4,570 

工具、器具及び備品（純額） 838 847 

土地 12,291 12,269 

リース資産 1,618 1,777 

減価償却累計額 △814 △916 

リース資産（純額） 803 860 

建設仮勘定 930 116 

有形固定資産合計 27,000 27,552 

無形固定資産 572 645 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,667 2,089 

長期貸付金 19 16 

繰延税金資産 410 174 

退職給付に係る資産 24 6 

その他 558 461 

貸倒引当金 △138 △93 

投資その他の資産合計 2,542 2,654 

固定資産合計 30,114 30,852 

資産合計 59,389 60,942 
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    （単位：百万円） 

  前連結会計年度 
(平成28年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成29年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 8,423 8,466 

短期借入金 12,150 11,944 

未払法人税等 296 362 

賞与引当金 508 486 

役員賞与引当金 30 33 

事業損失引当金 － 1,026 

設備関係支払手形 494 970 

その他 2,469 2,640 

流動負債合計 24,374 25,930 

固定負債    

長期借入金 7,339 7,461 

リース債務 731 707 

退職給付に係る負債 3,358 3,285 

役員退職慰労引当金 85 60 

再評価に係る繰延税金負債 2,831 2,831 

その他 219 160 

固定負債合計 14,566 14,506 

負債合計 38,940 40,436 

純資産の部    

株主資本    

資本金 7,034 7,034 

資本剰余金 2,404 2,404 

利益剰余金 2,702 3,169 

自己株式 △10 △10 

株主資本合計 12,129 12,596 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △31 295 

繰延ヘッジ損益 △3 13 

土地再評価差額金 6,300 6,300 

為替換算調整勘定 1,445 538 

退職給付に係る調整累計額 △389 △327 

その他の包括利益累計額合計 7,321 6,820 

非支配株主持分 998 1,089 

純資産合計 20,449 20,506 

負債純資産合計 59,389 60,942 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

    （単位：百万円） 

 
 前連結会計年度 

(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

 当連結会計年度 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

売上高 50,182 49,509 

売上原価 37,076 35,996 

売上総利益 13,106 13,513 

販売費及び一般管理費 11,004 10,935 

営業利益 2,101 2,577 

営業外収益    

受取利息 86 106 

受取配当金 116 114 

受取賃貸料 68 67 

持分法による投資利益 0 9 

貸倒引当金戻入額 12 79 

売電収入 56 57 

その他 231 109 

営業外収益合計 572 543 

営業外費用    

支払利息 196 177 

手形売却損 3 1 

賃貸収入原価 44 73 

為替差損 － 62 

その他 173 238 

営業外費用合計 419 552 

経常利益 2,255 2,568 

特別利益    

事業譲渡益 － 60 

特別利益合計 － 60 

特別損失    

減損損失 361 － 

事業損失引当金繰入額 － 1,026 

特別退職金 46 － 

特別損失合計 407 1,026 

税金等調整前当期純利益 1,847 1,602 

法人税、住民税及び事業税 542 662 

法人税等調整額 155 112 

法人税等合計 698 775 

当期純利益 1,149 826 

非支配株主に帰属する当期純利益 144 195 

親会社株主に帰属する当期純利益 1,004 631 
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連結包括利益計算書

    （単位：百万円） 

 
 前連結会計年度 

(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

 当連結会計年度 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

当期純利益 1,149 826 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △255 329 

繰延ヘッジ損益 △7 16 

土地再評価差額金 148 － 

為替換算調整勘定 △1,149 △931 

退職給付に係る調整額 △315 63 

その他の包括利益合計 △1,579 △522 

包括利益 △429 304 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 △505 129 

非支配株主に係る包括利益 75 175 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）

          （単位：百万円） 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 7,034 2,404 1,878 △10 11,306 

当期変動額           

剰余金の配当     △163   △163 

親会社株主に帰属する当期純利
益     1,004   1,004 

連結範囲の変動     △17   △17 

自己株式の取得       △0 △0 

株主資本以外の項目の当期 
変動額（純額）         － 

当期変動額合計 － － 823 △0 823 

当期末残高 7,034 2,404 2,702 △10 12,129 

 

                 

  その他の包括利益累計額 

非支配株主
持分 

純資産合計 
  

その他 
有価証券 

評価差額金 

繰延ヘッジ 
損益 

土地再評価 
差額金 

為替換算 
調整勘定 

退職給付に 
係る調整 
累計額 

その他の 
包括利益 

累計額合計 

当期首残高 215 4 6,151 2,536 △70 8,837 1,006 21,150 

当期変動額                 

剰余金の配当               △163 

親会社株主に帰属する当期純利
益               1,004 

連結範囲の変動               △17 

自己株式の取得               △0 

株主資本以外の項目の当期 
変動額（純額） 

△247 △7 148 △1,090 △319 △1,515 △8 △1,524 

当期変動額合計 △247 △7 148 △1,090 △319 △1,515 △8 △700 

当期末残高 △31 △3 6,300 1,445 △389 7,321 998 20,449 
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当連結会計年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日）

          （単位：百万円） 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 7,034 2,404 2,702 △10 12,129 

当期変動額           

剰余金の配当     △163   △163 

親会社株主に帰属する当期純利
益     631   631 

連結範囲の変動         － 

自己株式の取得       △0 △0 

株主資本以外の項目の当期 
変動額（純額）         － 

当期変動額合計 － － 467 △0 467 

当期末残高 7,034 2,404 3,169 △10 12,596 

 

                 

  その他の包括利益累計額 

非支配株主
持分 

純資産合計 
  

その他 
有価証券 

評価差額金 

繰延ヘッジ 
損益 

土地再評価 
差額金 

為替換算 
調整勘定 

退職給付に 
係る調整 
累計額 

その他の 
包括利益 

累計額合計 

当期首残高 △31 △3 6,300 1,445 △389 7,321 998 20,449 

当期変動額                 

剰余金の配当               △163 

親会社株主に帰属する当期純利
益               631 

連結範囲の変動               － 

自己株式の取得               △0 

株主資本以外の項目の当期 
変動額（純額） 326 16 － △907 62 △501 91 △410 

当期変動額合計 326 16 － △907 62 △501 91 56 

当期末残高 295 13 6,300 538 △327 6,820 1,089 20,506 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
 前連結会計年度 

(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

 当連結会計年度 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 1,847 1,602 

減価償却費 2,459 2,439 

減損損失 361 － 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 5 5 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 20 △25 

賞与引当金の増減額（△は減少） 0 △20 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 30 2 

事業損失引当金の増減額（△は減少） － 1,026 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △101 △70 

受取利息及び受取配当金 △203 △220 

支払利息 196 177 

為替差損益（△は益） 21 △43 

持分法による投資損益（△は益） △0 △9 

特別退職金 46 － 

売上債権の増減額（△は増加） 2,078 △1,281 

たな卸資産の増減額（△は増加） 228 △55 

仕入債務の増減額（△は減少） △1,659 160 

その他 △243 341 

小計 5,088 4,027 

利息及び配当金の受取額 203 219 

利息の支払額 △201 △181 

特別退職金の支払額 △46 － 

法人税等の支払額 △311 △644 

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,732 3,421 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △2,369 △2,712 

定期預金の払戻による収入 1,863 2,200 

有形固定資産の取得による支出 △2,534 △2,592 

有形固定資産の売却による収入 47 23 

投資有価証券等の取得による支出 △7 △5 

投資有価証券等の売却による収入 0 0 

貸付けによる支出 △6 △5 

貸付金の回収による収入 5 4 

その他 △21 △123 

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,024 △3,210 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,132 30 

長期借入れによる収入 4,400 3,600 

長期借入金の返済による支出 △3,809 △3,662 

配当金の支払額 △163 △163 

セール・アンド・リースバックによる収入 119 55 

リース債務の返済による支出 △128 △148 

その他 △96 △85 

財務活動によるキャッシュ・フロー △811 △374 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △215 △128 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 681 △292 

現金及び現金同等物の期首残高 2,797 3,727 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 247 － 

現金及び現金同等物の期末残高 3,727 3,435 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（企業会

計基準委員会 平成28年６月17日 実務対応報告第32号）を当連結会計年度より適用し、平成28年４月１日以後

に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

なお、当連結会計年度の損益に与える影響は軽微であります。 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要 

 当社グループの事業活動は、製品・サービスごとに国内外の戦略を包括的に立案・実行する事業部等によっ

て展開されており、当社の取締役会が、それらの事業ごとに分離された財務情報を入手し、経営資源の配分の

決定や業績の評価など、定期的に検討を行っております。よって、当社グループは、それらの製品・サービス

を基礎として、以下の４つを報告セグメントとしております。 

(1）機能製品……………ファインケミカル製品、メラミン樹脂、接着製品、マーキングフィルム、ステッカ

ー、包装用フィルム等の製造販売 

(2）電子・光学製品……再帰反射シート、セラミック基板、厚膜印刷製品、プリント配線板等の製造販売 

(3）建材関連……………住宅用アルミ建材等の製造販売 

(4）エンジニアリング…産業プラントの設計・施工等 

 

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日） 

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 計 
  機能製品 

電子・光学 
製品 

建材関連 
エンジニア 
リング 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 22,878 12,173 10,452 5,039 50,544 △361 50,182 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
502 182 23 1,798 2,506 △2,506 － 

計 23,381 12,355 10,475 6,838 53,050 △2,867 50,182 

セグメント利益又は 

損失（△） 
2,500 △622 366 166 2,410 △155 2,255 

その他の項目              

減価償却費 995 877 145 129 2,148 311 2,459 

受取利息及び支払利息 84 98 13 12 209 △100 109 

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額 
549 765 159 177 1,653 1,229 2,882 

（注）１ 外部顧客への売上高の調整額には、請負工事に係る収益計上のうち工事進行基準に基づく売上高が含まれて

おります。 

２ セグメント利益の調整額には、棚卸資産に係る未実現損益及び各セグメントに配分していない一般管理費が

含まれております。 

３ セグメント利益は、連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 

４ 減価償却費の調整額には、各セグメントに配分していない資産に係る償却費が含まれております。 

５ 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額には、各セグメントに配分していない資産に係る増加額が

含まれております。 

６ セグメント資産の金額は経営資源の配分の決定や業績の評価など、定期的な検討の対象となっていないため

記載しておりません。 
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当連結会計年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日） 

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 計 
  機能製品 

電子・光学 
製品 

建材関連 
エンジニア 
リング 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 22,557 11,287 10,859 4,512 49,217 292 49,509 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
479 △127 27 2,911 3,287 △3,287 － 

計 23,036 11,160 10,886 7,423 52,504 △2,995 49,509 

セグメント利益又は 

損失（△） 
2,967 △318 679 268 3,596 △1,028 2,568 

その他の項目              

減価償却費 930 805 162 205 2,103 335 2,439 

受取利息及び支払利息 23 56 10 13 103 △33 70 

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額 
688 511 312 212 1,724 1,665 3,390 

（注）１ 外部顧客への売上高の調整額には、請負工事に係る収益計上のうち工事進行基準に基づく売上高が含まれて

おります。 

２ セグメント利益の調整額には、棚卸資産に係る未実現損益及び各セグメントに配分していない一般管理費が

含まれております。 

３ セグメント利益は、連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 

４ 減価償却費の調整額には、各セグメントに配分していない資産に係る償却費が含まれております。 

５ 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額には、各セグメントに配分していない資産に係る増加額が

含まれております。 

６ セグメント資産の金額は経営資源の配分の決定や業績の評価など、定期的な検討の対象となっていないため

記載しておりません。 
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【関連情報】 

前連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日） 

１ 製品及びサービスごとの情報 

 「セグメント情報 ２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、その他の項目の金額に関する情報」

に記載のとおりであります。 

 

２ 地域ごとの情報 

(1）売上高 

日本 
（百万円） 

アジア 
（百万円） 

その他 
（百万円） 

合計 
（百万円） 

30,647 13,809 5,726 50,182 

（注） 地域の区分は、地理的近接度によっております。 

 

(2）有形固定資産 

日本 
（百万円） 

アジア 
（百万円） 

その他 
（百万円） 

合計 
（百万円） 

19,279 6,868 852 27,000 

 

３ 主要な顧客ごとの情報 

 外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載しており

ません。 

 

当連結会計年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日） 

１ 製品及びサービスごとの情報 

 「セグメント情報 ２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、その他の項目の金額に関する情報」

に記載のとおりであります。 

 

２ 地域ごとの情報 

(1）売上高 

日本 
（百万円） 

アジア 
（百万円） 

その他 
（百万円） 

合計 
（百万円） 

31,586 13,215 4,707 49,509 

（注） 地域の区分は、地理的近接度によっております。 

 

(2）有形固定資産 

日本 
（百万円） 

アジア 
（百万円） 

その他 
（百万円） 

合計 
（百万円） 

20,655 6,073 823 27,552 

 

３ 主要な顧客ごとの情報 

 外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載しており

ません。 
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】 

前連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日） 

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 計 
  機能製品 

電子・光学 
製品 

建材関連 
エンジニア 
リング 

計 

減損損失 － 355 5 － 361 － 361 

 

当連結会計年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日） 

 該当事項はありません。 

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日） 

 該当事項はありません。 

 

当連結会計年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日） 

 該当事項はありません。 

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日） 

 該当事項はありません。 

 

当連結会計年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日） 

 該当事項はありません。 
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（１株当たり情報）

前連結会計年度 
（自 平成27年４月１日 
至 平成28年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成28年４月１日 
至 平成29年３月31日） 

 
１株当たり純資産額 237円56銭 

１株当たり当期純利益 12円27銭 
 

 
１株当たり純資産額 237円14銭 

１株当たり当期純利益 7円71銭 
 

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益につきまし

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益につきまし

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

（算定上の基礎） 

１ １株当たり純資産額 

（算定上の基礎） 

１ １株当たり純資産額 
 

連結貸借対照表の純資産の部の合計額 20,449百万円 

普通株式に係る純資産額 19,451百万円 

差異の主な内訳  

非支配株主持分 998百万円 

普通株式の発行済株式数 81,940,298株 

普通株式の自己株式数 61,130株 

１株式当たり純資産額の算定に用いら

れた普通株式の数 
81,879,168株 

 

 
連結貸借対照表の純資産の部の合計額 20,506百万円 

普通株式に係る純資産額 19,416百万円 

差異の主な内訳  

非支配株主持分 1,089百万円 

普通株式の発行済株式数 81,940,298株 

普通株式の自己株式数 61,650株 

１株式当たり純資産額の算定に用いら

れた普通株式の数 
81,878,648株 

 
２ １株当たり当期純利益 ２ １株当たり当期純利益 

 
連結損益計算書上の親会社株主に帰属

する当期純利益 
1,004百万円 

普通株式に係る親会社株主に帰属する

当期純利益 
1,004百万円 

普通株主に帰属しない金額の主要な内訳 

 該当事項はありません。 

普通株式の期中平均株式数 81,880,389株 
 

 
連結損益計算書上の親会社株主に帰属

する当期純利益 
631百万円 

普通株式に係る親会社株主に帰属する

当期純利益 
631百万円 

普通株主に帰属しない金額の主要な内訳 

 該当事項はありません。 

普通株式の期中平均株式数 81,879,026株 
 

 

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。 
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４．その他

（１）役員の異動（平成29年６月29日予定）

 

① 新任監査役候補者 

                          しんぼ   たかし 
常勤監査役           新保 貴史 （元 旭硝子株式会社執行役員） 

 
                          うめもと しゅうきち 
監査役             梅本 周吉 （元 旭硝子株式会社常勤監査役） 

 

② 退任予定監査役 

                          あかぎ     ひろし 
現 常勤監査役         赤木  裕 

 
                          はやた   かずと 
現 監査役           早田 一人 

 

③ 株主総会後の異動予定 

                         せりざわ   ひろし 
取締役             芹沢  洋 （現 取締役 執行役員、技術担当役員、機能製品事業本部長） 

常務執行役員 

技術担当役員 

機能製品事業本部長 

 

 

以 上 
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